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制
度
の
保
持
を
建
前
に
、

社
会
保
障
制
度
は
今
日
も
見

直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
実
態
は
高
齢
者
医
療
の
自

己
負
担
が
じ
わ
り
と
増
し
、

年
金
の
支
給
開
始
年
齢
は
静

か
に
遠
の
く
。
改
革
を
口
実

に
給
付
の
後
退
が
進
ん
で
い

く
。
財
政
健
全
化
の
名
を
掲

げ
た
削
減
は
い
つ
し
か
「
自

己
責
任
」
へ
と
姿
を
変
え
て

し
ま
っ
た
▼
政
治
家
は
揃
っ

て
「
将
来
世
代
へ
の
負
担
軽

減
」
を
口
に
す
る
が
、
大
型

公
共
事
業
や
防
衛
費
の
増
額

に
は
え
ら
く
太
っ
腹
だ
。
財

布
の
紐
は
分
野
に
よ
っ
て
別

物
ら
し
い
。
社
会
保
障
費
だ

け
は
、
財
布
を
逆
さ
に
し
て

も
「
な
い
袖
は
振
れ
ぬ
」
と

退
け
ら
れ
る
の
が
関
の
山
で

あ
る
▼
社
会
保
障
は
暮
ら
し

を
守
る
最
後
の
砦
の
は
ず
で

あ
る
。
だ
が
近
ご
ろ
は
砦
の

門
番
が
入
場
料
を
取
り
、
弱

者
は
列
の
後
ろ
へ
追
い
や
ら

れ
て
い
る
。
数
字
の
帳
尻
を

合
わ
せ
る
こ
と
に
は
熱
心
で

も
、
人
々
の
暮
ら
し
の
実
感

や
生
活
の
苦
し
さ
に
は
鈍
感

な
制
度
改
悪
が
横
行
し
て
い

る
▼
国
民
は
、
安
心
し
て
暮

ら
し
、
将
来
に
希
望
を
持
て

る
国
づ
く
り
を
望
ん
で
い
る
。

国
は
、
制
度
を
支
え
る
人
た

ち
の
こ
と
を
考
え
、
安
心
を

守
る
仕
組
み
を
守
り
育
て
る

責
任
が
あ
る
。
そ
の
責
任
の

重
さ
と
使
命
を
忘
れ
ず
、
国

自
ら
が
主
体
的
に
取
り
組
む

姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。（
龍
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
一
定
の
所
得
が
あ
る

人
に
つ
い
て
は
２
０
２
２

年
10
月
か
ら
新
た
に
２
割
負

担
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の

際
、
急
激
な
負
担
増
を
避
け

る
た
め
に
配
慮
措
置
が
設
け

ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
負

担
が
増
え
る
金
額
を
月
額

３
０
０
０
円
以
内
に
抑
え
る

仕
組
み
で
、
実
際
の
窓
口
で

支
払
っ
た
差
額
分
は
、後
日
、

加
入
す
る
保
険
組
合
な
ど
を

通
じ
て
償
還
さ
れ
て
い
た
。

　

配
慮
措
置
が
今
年
９
月
30

日
で
終
了
し
、
対
象
と
な
る

不
安
を
抱
え
る
高
齢
者
も
多

い
。
特
に
、
慢
性
的
な
病
気

で
定
期
的
な
通
院
や
処
方
薬

が
必
要
な
人
に
と
っ
て
、
月

数
千
円
の
負
担
増
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
。
経
済
的
理
由

で
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
制

限
さ
れ
た
場
合
、
健
康
状
態

の
悪
化
や
医
療
費
全
体
の
増

加
を
招
く
可
能
性
も
あ
る
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
直
撃
す

る
今
回
の
変
更
は
、
社
会
的

な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。

さ
ら
な
る
高
齢
者
負
担
増

さ
ら
な
る
高
齢
者
負
担
増

　

政
府
は
、
今
回
の
配
慮
措

置
の
終
了
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
今
後
さ
ら
に
医
療
制
度

の
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。
と
く

に
、「
現
役
並
み
所
得
者（
年

収
３
８
３
万
円
以
上
）」
の

高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
将
来

的
に
３
割
負
担
の
対
象
を
広

げ
る
方
向
で
議
論
が
行
わ
れ

て
い
る
。
今
後
、
所
得
の
基

準
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
対
象

と
な
る
高
齢
者
が
一
層
増
え

る
見
通
し
も
あ
る
。

約
３
１
０
万
人
の
高
齢
者

は
、
10
月
以
降
は
償
還
さ
れ

な
く
な
っ
た
。

約
３
１
０
万
人
が
影
響

約
３
１
０
万
人
が
影
響

　

２
割
負
担
の
対
象
と
な
る

の
は
、
年
収
が
一
定
以
上
あ

る
高
齢
者
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
単
身
世
帯
で
年
金
収

入
２
０
０
万
円
以
上
、
夫
婦

な
ど
複
数
世
帯
で
年
収
３
２�

０
万
円
以
上
が
基
準
と
な
っ

て
い
る
表
。
し
た
が
っ
て
、

年
金
収
入
が
少
な
い
高
齢
者

や
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て

は
、
１
割
負
担
の
ま
ま
継
続

さ
れ
る
。
政
府
と
し
て
は
、

比
較
的
余
裕
の
あ
る
高
齢
者

に
一
定
の
負
担
を
求
め
る
こ

と
で
、
現
役
世
代
と
の
公
平

性
や
医
療
保
険
制
度
の
財
政

健
全
化
を
図
る
狙
い
が
あ
る
。

　

一
方
、
医
療
費
の
増
加
に

　

６
月
施
行
の
院
内
掲
示
事

項
の
ウ
ェ
ブ
掲
載
に
つ
い
て
、

歯
科
で
は
周
知
が
不
十
分
な

状
況
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
た

め
本
会
新
聞
10
月
５
日
号
の

付
録
で
案
内
し
た
が
、
改
め

て
紙
面
で
も
お
知
ら
せ
す
る

（
対
象
点
数
一
覧
や
掲
載
事

項
の
詳
細
は
Ｑ
Ｒ
参
照
）。

　

経
過
措
置
と
さ
れ
て
い
た

院
内
掲
示
事
項
の
ウ
ェ
ブ
掲

載
は
６
月
１
日
か
ら
義
務
化

さ
れ
た
。
厚
労
省
令
や
療
養

担
当
規
則
に
よ
り
、
院
内
掲

示
に
加
え
て
掲
載
す
べ
き
事

項
は
、
①
保
険
医
療
機
関
で

あ
る
旨
②
入
院
基
本
料
に
関

す
る
事
項
③
厚
生
局
へ
の
届

出
事
項
④
明
細
書
発
行
状
況

に
関
す
る
事
項
⑤
保
険
外
負

担（
保
険
外
併
用
療
養
費
、

特
別
メ
ニ
ュ
ー
、
療
養
給
付

と
直
接
関
係
の
な
い
サ
ー
ビ

ス
等
）
で
あ
る
。

　

ま
た
、
施
設
基
準
や
点
数

表
の
算
定
要
件
で
掲
示
を
求

め
ら
れ
る
項
目
の
一
部
も
同

様
に
ウ
ェ
ブ
掲
載
が
必
要
と

な
る
。
例
え
ば
明
細
書
発
行

体
制
等
加
算
で
は
、
無
料
発

行
し
て
い
る
旨
を
掲
示
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
対
象

点
数
は
一
覧
表
参
照
）。
算

定
す
る
場
合
は
①
～
⑤
に
加

え
追
加
の
掲
載
義
務
が
生
じ

る
（
汎
用
点
数
の
内
容
は

「
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載

事
項
」
で
解
説
）。

　

義
務
化
対
象
は
自
ら
管
理

す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
有
す

る
医
療
機
関
で
あ
り
、
該
当

す
る
場
合
は
対
応
が
必
要
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
持
た
な
い

場
合
は
従
来
通
り
院
内
掲
示

や
書
面
掲
示
で
足
り
る
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

医
療
や
社
会
保
障
制
度
を
支

え
る
た
め
に
は
、社
会
全
体
で

の
負
担
増
が
避
け
ら
れ
な
い

と
い
う
厳
し
い
現
実
も
あ
る
。

現
役
世
代
と
高
齢
者
世
代
の

間
で
、
公
平
で
持
続
可
能
な

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
が
重
要
な
課
題
と
な
る
。

受
診
控
え
の
懸
念

受
診
控
え
の
懸
念

　

医
療
機
関
に
も
強
い
懸
念

が
広
が
る
。
日
本
医
師
会
は

「
負
担
増
に
よ
り
受
診
控
え
が

進
め
ば
、
病
状
の
悪
化
や
重

症
化
を
招
き
、
結
果
的
に
医

療
費
全
体
の
増
加
に
つ
な
が

り
か
ね
な
い
」
と
指
摘
し
た
。

各
地
の
自
治
体
も
、
経
済
的

理
由
で
通
院
を
や
め
る
高
齢

者
が
増
え
る
こ
と
を
心
配
す

る
。
す
で
に
一
部
の
自
治
体

で
は
、
独
自
の
医
療
費
助
成

制
度
や
健
康
相
談
窓
口
を
拡

充
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、政
府
は「
現

役
世
代
の
保
険
料
負
担
が
限

界
に
近
づ
い
て
い
る
。
世
代

間
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に

も
一
定
の
負
担
を
お
願
い
せ

ざ
る
を
得
な
い
」
と
説
明
し

た
。

国
の
説
明
不
足

国
の
説
明
不
足

　

専
門
家
か
ら
は
「
単
に
自

己
負
担
を
増
や
す
だ
け
で
な

く
、
予
防
医
療
の
充
実
や
生

活
習
慣
病
対
策
な
ど
、
医
療

費
を
抑
え
る
根
本
的
な
施
策

を
急
ぐ
べ
き
だ
」
と
の
声
が

上
が
る
。
健
康
寿
命
を
延
ば

し
、
医
療
依
存
度
を
減
ら
す

こ
と
が
長
期
的
な
財
政
安
定

に
つ
な
が
る
と
の
指
摘
だ
。

　

一
方
で
、
厚
労
省
が
高
齢

者
や
家
族
へ
の
丁
寧
な
説
明

を
欠
い
た
ま
ま
制
度
変
更
を

進
め
た
こ
と
に
対
し
て
は「
周

知
が
不
十
分
で
、
急
な
負
担

増
を
理
解
で
き
な
い
高
齢
者

が
多
い
」「
相
談
窓
口
や
支
援

策
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
」

と
の
批
判
も
出
て
い
る
。
生

活
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑

え
る
た
め
、
制
度
の
持
続
可

能
性
だ
け
で
な
く
、
当
事
者

へ
の
情
報
提
供
と
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

日
本
の
社
会
保
障
費
は
高

齢
化
の
進
展
に
伴
い
増
加
を

続
け
て
お
り
、
今
年
度
に
は

医
療
費
だ
け
で
約
50
兆
円
に

達
す
る
見
込
み
だ
。
負
担
増

を
求
め
る
一
方
で
十
分
な
説

明
や
支
援
策
を
欠
け
ば
、
制

度
へ
の
不
信
を
招
き
か
ね
な

い
。
政
府
に
は
生
活
実
態
を

踏
ま
え
た
対
応
と
、
国
民
の

納
得
を
得
ら
れ
る
制
度
設
計

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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２
面
…
●
時
論
「
骨
太
方
針
２
０
２
５
と

歯
科
デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題
」

　
　
　
●
解
説
「
中
医
協
　
歯
科
医

療
を
め
ぐ
り
議
論
相
次
ぐ
」

３
面
…
●
読
者
の
ひ
ろ
ば

４
面…

●
保
険
診
療
研
究

　
　
　
●
保
険
医
こ
ぼ
れ
ば
な
し

編集発行人

表  �75 歳以上の医療費窓口負担割合

窓口負担
（変更前）

窓口負担
（変更後）

現役並み所得者
（年収 383 万円以上） ３割 ３割

一定以上の所得がある人
単身世帯
（年収 200 万円以上）
複数世帯
（年収 320 万円以上）

１割 ２割

一般所得者など １割 １割

６００~８００字

１１月１７日（月）
必着

　
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
を
対
象
に
、
自
己
負
担
増
を
抑
え
て
き
た
医
療

費
配
慮
措
置
が
今
年
９
月
末
で
終
了
し
た
。
対
象
者
は
約
３
１
０
万
人
で
10

月
か
ら
は
本
来
の
２
割
負
担
が
適
用
さ
れ
、
高
齢
者
の
家
計
や
受
診
行
動
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
政
府
に
は
説
明
不
足
を
指
摘
す
る
声
も
強

ま
っ
て
い
る
。

7575
歳
以
上
医
療
費
配
慮
措
置
終
了
に

歳
以
上
医
療
費
配
慮
措
置
終
了
に

受
診
控
え
の
懸
念
も

受
診
控
え
の
懸
念
も

歯科歯科
院内掲示の院内掲示の
ウェブサイト掲載が必須ウェブサイト掲載が必須
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２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
に
向
け
た
議
論
が

進
ん
で
い
る
。
６
月
に
は

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革

の
基
本
方
針
２
０
２
５
」

が
骨
太
の
方
針
と
し
て
示

さ
れ
、
中
医
協
総
会
、
専

門
部
会
、
小
委
員
会
で
各

種
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。
議
論
の
中
心
は
、
経

済
・
物
価
動
向
を
踏
ま
え

た
対
応
、
現
場
の
持
続
可

能
性
の
確
保
、
そ
し
て
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
と
な
っ

て
い
る
。

　

歯
科
診
療
報
酬
改
定
に

お
い
て
も
「
歯
科
治
療
の

デ
ジ
タ
ル
化
」
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
上
で
ク
ラ
ウ
ン
（
被
せ

物
）
や
イ
ン
レ
ー
（
詰
め

物
）な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

機
械
で
削
り
出
す
Ｃ
Ａ
Ｄ

／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
、
歯
科
技

工
士
養
成
学
校
の
定
員
割

れ
や
歯
科
技
工
士
の
高
い

離
職
率
と
い
っ
た
人
材
難

の
克
服
に
も
資
す
る
重
要

な
技
術
で
あ
る
。
さ
ら
に

作
業
の
効
率
化
や
均
て
ん

化
に
よ
っ
て
医
療
の
質
を

担
保
し
つ
つ
、
地
域
間
格

差
の
縮
小
に
も
つ
な
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

　

一
方
、
歯
科
用
貴
金
属

の
価
格
高
騰
も
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
３
カ
月
ご
と

の
随
時
改
定
は
後
追
い
に

過
ぎ
ず
、
臨
床
現
場
を
直

撃
し
て
い
る
。
現
在
、
金

パ
ラ
の
価
格
は
高
騰
を
続

け
て
お
り
、
根
本
的
な
解

決
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
で
は
経
済
・
物
価
動

向
を
踏
ま
え
た
対
応
と
し

て
き
わ
め
て
稚
拙
な
内
容

で
あ
る
。

　

歯
科
用
貴
金
属
の
代
替

と
し
て
期
待
さ
れ
る
Ｃ
Ａ

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
は
、
小
臼

歯
で
６
割
を
超
え
る
算
定

実
績
が
あ
る
一
方
、
大
臼

歯
で
は
３
割
に
届
か
な

い
。
複
雑
な
適
応
要
件
が

普
及
を
阻
ん
で
お
り
、
金

属
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
で

適
用
要
件
を
区
別
す
る
こ

と
も
臨
床
的
合
理
性
に
欠

け
る
。
す
べ
て
の
大
臼
歯

に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

適
応
を
拡
大
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
こ
れ
は
金
パ
ラ

依
存
か
ら
の
脱
却
に
つ
な

が
り
、
ま
た
、
物
価
高
騰

に
よ
る
影
響
を
受
け
づ
ら

い
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の

適
応
拡
大
は
、
将
来
的
な

安
定
供
給
へ
の
道
を
拓
く

は
ず
で
あ
る
。

　

歯
科
医
療
は
「
生
活
の

質
」
に
直
結
す
る
領
域
で

あ
る
。
材
料
の
選
択
、
報

酬
体
系
の
在
り
方
、
人
材

育
成
の
方
向
性
―
こ
れ
ら

を
一
体
的
に
見
直
し
、
将

来
を
見
据
え
た
改
革
を
進

め
る
べ
き
だ
。
非
金
属
材

料
の
普
及
の
強
化
こ
そ
、

次
期
改
定
に
お
け
る
最
大

の
課
題
で
あ
り
、
歯
科
界

が
社
会
に
示
す
べ
き
責
任

だ
と
考
え
る
。

な
ど
の
検
討
を
要
望
。
制
度

改
正
を
通
じ
て
障
害
者
歯
科

医
療
を
継
続
可
能
と
す
る
体

制
整
備
を
急
ぐ
よ
う
求
め
た
。

口
腔
機
能
管
理

口
腔
機
能
管
理

　

歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防

に
加
え
「
食
べ
る
・
話
す
・

笑
う
」
と
い
っ
た
日
常
生
活

機
能
の
維
持
向
上
に
つ
な
が

る
定
期
的
な
口
腔
管
理
は
、

か
か
り
つ
け
歯
科
が
担
う
重

要
な
役
割
と
主
張
。

　

２
０
１
８
年
改
定
で
新
設

さ
れ
た
口
腔
機
能
管
理
料
や

小
児
口
腔
機
能
管
理
料
は
、

患
者
の
機
能
獲
得
や
改
善
を

支
え
る
極
め
て
重
要
な
制
度

だ
と
指
摘
し
た
。

　

高
齢
化
に
伴
い
、
歯
周
病

の
維
持
管
理
や
義
歯
等
へ
の

需
要
は
さ
ら
に
増
す
見
込
み

で
あ
り
、
単
に
「
義
歯
を
装

着
し
て
終
わ
り
」で
は
な
く
、

噛
め
る
機
能
を
長
期
に
維
持

す
る
こ
と
が
一
層
重
要
と
な

る
。
そ
の
た
め
、
提
供
側·

受
け
る
側
双
方
に
分
か
り
や

す
い
管
理
体
制
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
診
療
報
酬
上
の
評

価
の
あ
り
方
を
検
討
す
べ
き

と
訴
え
た
。

　

さ
ら
に
議
論
は
、
近
年
小

児
を
中
心
に
課
題
が
増
え
て

い
る
「
口
唇
閉
鎖
不
全
」
に

も
及
ん
だ
。
診
療
報
酬
上
の

評
価
は
依
然
と
し
て
不
十
分

で
、
現
場
で
は
診
断
や
指
導

に
多
大
な
労
力
を
要
し
て
い

る
と
さ
れ
る
。「
早
期
に
適

切
な
介
入
を
行
う
こ
と
が
将

来
的
な
機
能
改
善
に
つ
な
が

る
」
と
し
て
、
新
た
な
評
価

の
必
要
性
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
口
腔
機
能
管
理
料

の
算
定
要
件
や
算
定
頻
度
の

制
限
に
つ
い
て
も
「
患
者
の

状
態
変
化
に
十
分
対
応
で
き

ず
、
継
続
的
な
支
援
を
阻
害

し
て
い
る
」
と
の
意
見
が
相

次
ぎ
「
地
域
の
実
態
に
即
し

て
柔
軟
に
算
定
で
き
る
仕
組

み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と

制
度
改
善
を
訴
え
た
。

へ
き
地
等
歯
科
医
療

へ
き
地
等
歯
科
医
療

　

地
域
偏
在
の
問
題
も
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
過
疎
地
や

へ
き
地
で
は
歯
科
診
療
所
へ

の
ア
ク
セ
ス
が
難
し
く
、
訪

問
診
療
や
巡
回
診
療
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。

　

地
方
自
治
体
と
連
携
し
て

実
施
さ
れ
る
歯
科
巡
回
診
療

車
に
よ
る
巡
回
診
療
は
、
補

助
金
と
の
役
割
分
担
を
図
り

つ
つ
、
診
療
報
酬
に
お
い
て

も
都
道
府
県
と
連
携
し
た
持

続
可
能
な
提
供
体
制
を
確
保

す
べ
き
だ
と
要
望
が
あ
っ

た
。多

職
種
連
携

多
職
種
連
携

　

周
術
期
・
回
復
期
の
口
腔

機
能
管
理
導
入
に
よ
り
、
入

院
患
者
の
口
腔
管
理
は
進
展

し
た
と
評
価
し
「
病
院
歯
科

の
取
組
を
地
域
の
歯
科
診
療

所
を
支
え
る
後
方
支
援
機
能

病
院
と
し
て
さ
ら
に
評
価
す

べ
き
だ
」
と
の
声
が
出
た
。

　

ま
た
、
歯
科
標
榜
の
な
い

病
院
が
全
体
の
約
８
割
を
占

め
る
現
状
を
踏
ま
え
、
地
域

の
歯
科
診
療
所
と
の
連
携
体

制
の
重
要
性
は
今
後
一
層
高

ま
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

前
回
改
定
で
導
入
さ
れ
た
糖

尿
病
患
者
に
対
す
る
医
科
診

療
所
や
薬
局
と
の
連
携
に
つ

い
て
も
「
実
効
性
を
も
っ
て

推
進
さ
れ
る
に
は
双
方
向
の

評
価
が
不
可
欠
だ
」と
さ
れ
、

制
度
の
見
直
し
を
求
め
た
。

歯
科
人
材
の
定
着
・
確
保

歯
科
人
材
の
定
着
・
確
保

　

歯
科
衛
生
士
・
歯
科
技
工

士
の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と

さ
れ
た
。
国
民
に
質
の
高
い

歯
科
医
療
を
継
続
的
に
提
供

す
る
に
は
不
可
欠
な
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

専
門
性
が
十
分
に
発
揮
さ
れ

る
環
境
整
備
が
欠
か
せ
な

い
。

　

前
回
改
定
で
導
入
さ
れ
た

連
携
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て

「
実
効
性
を
高
め
、
人
材
定

着
に
つ
な
が
る
工
夫
が
必
要

だ
」
と
主
張
し
、
制
度
改
善

を
通
じ
歯
科
医
療
を
支
え
る

人
材
基
盤
強
化
を
求
め
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
と

デ
ジ
タ
ル
化
と

��

材
料
材
料··

技
術
の
見
直
し

技
術
の
見
直
し

　

材
料
費
や
技
術
評
価
の
課

題
も
指
摘
さ
れ
た
。
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
の
価
格
が
金

の
最
高
値
更
新
に
伴
い
上
昇

基
調
に
あ
る
と
報
告
さ
れ

た
。

　

そ
の
う
え
で
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
適
用
範
囲
は
拡

大
し
て
い
る
も
の
の
依
然
と

し
て
保
険
適
用
症
例
に
制
約

が
残
っ
て
お
り
「
メ
タ
ル
フ

リ
ー
」
が
一
層
推
進
さ
れ
る

よ
う
制
度
的
な
対
応
を
求
め

た
い
と
す
る
声
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
前
回
改
定
で
新
設

さ
れ
た
光
学
印
象
に
つ
い
て

も
「
時
間
的
短
縮
だ
け
で
な

く
、
患
者
の
負
担
軽
減
に
大

き
く
寄
与
し
て
お
り
、
さ
ら

に
評
価
さ
れ
る
べ
き
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。加
え
て「
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率
化
を

進
め
る
一
方
で
、
従
来
か
ら

の
歯
科
固
有
の
技
術
に
つ
い

て
も
改
め
て
評
価
を
行
う
べ

き
だ
」と
指
摘
さ
れ
、バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
評
価
体
系
の
必

要
性
が
強
調
さ
れ
た
図
。

◇　

◇　

◇

　

支
払
い
側
は
課
題
に
つ
い

て
意
見
や
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
今
後
具
体
的
な
論
点
を

明
ら
か
に
す
べ
き
と
し
た
。

　

歯
科
医
療
は
「
痛
み
を
治

す
」
段
階
か
ら
「
機
能
を

守
り
生
活
の
質
を
高
め
る
」

時
代
へ
移
行
し
つ
つ
あ
る
。

２
０
２
６
年
度
改
定
は
そ
の

分
岐
点
で
あ
り
、
中
医
協
で

は
具
体
的
課
題
が
次
々
に
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
今
後
も

動
向
に
注
視
が
必
要
だ
。

障
害
者
歯
科
医
療

障
害
者
歯
科
医
療

　

障
害
の
程
度
や
症
状
は
多

様
で
、
重
複
障
害
を
抱
え
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
対
応
に
一

層
の
配
慮
と
時
間
を
要
す
る

実
態
が
あ
る
と
診
療
側
は
訴

え
た
。「
障
害
者
の
治
療
は

全
身
管
理
や
複
数
ス
タ
ッ
フ

体
制
を
要
し
、
通
院
困
難
な

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
現

行
の
診
療
報
酬
は
対
応
コ
ス

ト
を
十
分
に
反
映
で
き
ず
、

医
療
機
関
の
負
担
が
大
き

い
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
都
道
府
県

が
運
営
す
る
口
腔
保
健
セ
ン

タ
ー
や
専
門
機
関
の
役
割
を

診
療
報
酬
上
で
明
確
に
評
価

し
、
地
域
の
歯
科
診
療
所
を

支
え
る
後
方
支
援
機
能
と
し

て
の
位
置
づ
け
強
化
の
必
要

性
を
強
調
し
た
。
現
場
の
実

情
を
紹
介
し
「
専
門
機
関
に

よ
る
障
害
者
歯
科
医
療
の
取

組
を
評
価
対
象
に
含
め
る
こ

と
が
不
可
欠
」
と
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
制
度
の
改
善
に

あ
た
り
具
体
的
に
は
「
通
院

困
難
者
へ
の
加
算
」「
複
数

ス
タ
ッ
フ
・
全
身
管
理
に
要

す
る
対
応
コ
ス
ト
の
補
填
」

「
専
門
機
関
と
の
連
携
評
価
」

図  �歯の部位と歯冠修復の種類（金属材料・非金属材料別、厚労省資料一部改編）

前歯

金属
材料

非金属
材料

小臼歯

金属
材料
非金属
材料

大臼歯

金属
材料

非金属
材料

アナログ

アナログ
デジタル

アナログ
デジタル

アナログ

アナログ

デジタル

アナログ

○４分の３冠
○レジン前装金属冠
○レジン前装チタン冠（2022.４～）
○硬質レジンジャケット冠
○ＣＡＤ/ＣＡＭ冠  （2020.９～)
○５分の４冠
○全部金属冠
○硬質レジンジャケット冠
○ＣＡＤ/ＣＡＭ冠  （2014.４～)

○ＣＡＤ/ＣＡＭ冠 

○全部金属冠
○チタン冠  （2020.６～)
○硬質レジンジャケット冠
･金属アレルギー患者：全ての大臼歯 （2016 .4～）

･金属アレルギー患者：全ての大臼歯 （2016 .4～）
･金属アレルギー患者以外
 ①CAD/CAM冠用材料V ： 全ての大臼歯（2023.12～）
 ②CAD/CAM冠用材料Ⅲ （2024.4~)
 　：第一大臼歯又は第二大臼歯にを使用する場合で
　　あって、当該CAD/CAM冠を装着する部位の対側
　　に大臼歯による咬合支持がある患者であって、い
　　ずれかに該当する場合
　　　CAD/CAM冠装着部位の同側に大臼歯に咬合支
　　　持がある場合
　　　当該補綴部位の対合歯が欠損であり、当該補綴
　　　部位の近心側隣在歯までの咬合支持がある場合

（参考）
 冠形態以外の非金属材料を用いる補綴治療
：支台築造（ファイバーポスト）
 CAD/CAMインレー（小臼歯•第一大臼歯）
 高強度硬質レジンブリッジ
 （第２小臼歯欠損の場合の臼歯３歯ブリッジ）

骨
太
方
針
２
０
２
５
と

歯
科
デ
ジ
タ
ル
化
の
課
題

　

９
月
10
日
に
中
医
協
総
会
が
開
催
さ
れ
、
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
て
「
歯
科
医
療（
そ
の
１
）」
が
議
題
と
な
っ
た
。
障
害
者
歯
科
医
療
か
ら

人
材
確
保
、
デ
ジ
タ
ル
化
ま
で
論
点
は
多
岐
に
わ
た
り
、
診
療
側
か
ら
は
現
行

制
度
の
不
十
分
さ
を
指
摘
し
改
善
を
求
め
る
声
が
相
次
い
だ
。

解

説

解

説

中医協　歯科医療をめぐり議論相次ぐ中医協　歯科医療をめぐり議論相次ぐ

制度の在り方を問い直す制度の在り方を問い直す
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昭
和
の
終
わ
り
、
13
歳
の

私
は
病
室
の
窓
か
ら
札
幌
の

雪
を
眺
め
て
い
ま
し
た
。
左

足
に
良
性
腫
瘍
が
で
き
、
道

東
の
病
院
か
ら
紹
介
さ
れ
て

入
院
し
た
大
病
院
で
の
生
活

に
も
慣
れ
、
手
術
が
翌
日
に

迫
っ
て
い
ま
し
た
。
周
り
に

は
病
気
で
足
を
失
っ
た
同
世

代
の
男
の
子
、
抗
が
ん
剤
の

副
作
用
に
苦
し
む
お
じ
さ
ん

が
た
く
さ
ん
お
り
、
重
症
の

患
者
さ
ん
ば
か
り
が
い
る
病

棟
で
あ
る
こ
と
を
す
ぐ
に
理

解
し
ま
し
た
。

　

不
安
は
な
く
、
手
術
と
い

う
一
大
イ
ベ
ン
ト
に
ワ
ク
ワ

ク
し
、
退
院
の
日
に
狸
小
路

の
電
機
屋
で
、
根
室
に
は

売
っ
て
い
な
い
Ｐ
Ｃ-

８
８�

０
１
の
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
を

買
っ
て
も
ら
う
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。

　

さ
す
が
に
手
術
前
夜
は
落

ち
着
か
ず
、
絶
食
で
空
腹
で

も
あ
り
消
灯
に
な
っ
て
も
眠

れ
ま
せ
ん
。
何
度
目
か
の
ト

イ
レ
の
た
め
、
足
音
を
立
て

ず
に
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
横
を
通
る
と
シ
ャ
ー
カ
ス

テ
ン
に
足
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
が
あ
る
の
が
目
に
入
り
ま

し
た
。
母
親
と
一
緒
に
説
明

を
受
け
た
と
き
に
見
た
写
真

の
よ
う
で
、
明
日
は
自
分
の

手
術
だ
か
ら
、
私
の
足
の
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
の
は
ず
で

す
。

　

さ
ら
に
歩
を
進
め
る
と
、

執
刀
医
の
部
長
の
Ｙ
先
生
の

後
ろ
姿
が
見
え
ま
し
た
。
先

生
の
右
手
に
握
ら
れ
て
い
る

赤
い
ペ
ン
は
動
く
こ
と
が
な

く
、
じ
ー
っ
と
レ
ン
ト
ゲ
ン

写
真
を
見
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
先
生
に
気
づ
か
れ
な
い

よ
う
に
ト
イ
レ
に
隠
れ
、
用

を
足
し
て
再
び
ナ
ー
ス
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
近
づ
く
と
先

生
は
先
ほ
ど
と
同
じ
よ
う
に

写
真
を
凝
視
し
て
い
ま
し

た
。
先
生
の
動
か
な
い
後
ろ

姿
を
何
度
か
振
り
返
り
病
室

に
戻
る
と
、
ま
も
な
く
深
い

眠
り
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

医
者
を
目
指
し
た
動
機
を

聞
か
れ
る
と
き
に
は
「
入
院

し
た
経
験
」
と
答
え
て
い
ま

す
が
、
一
番
の
理
由
は
Ｙ
先

生
の
後
ろ
姿
で
す
。
う
ま
く

言
え
ま
せ
ん
が
、
患
者
の
た

め
に
準
備
を
し
て
い
る
姿
が

今
で
も
目
に
焼
き
付
い
て
い

ま
す
。
整
形
外
科
医
を
目
指

し
同
じ
大
学
に
合
格
し
た
こ

と
は
何
故
か
Ｙ
先
生
に
言
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
い
ぶ
前

き
に
流
れ
る
」
と
は
ま
さ
に

こ
の
事
か
と
内
省
し
ま
し
た
。

人
は
鏡
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

結
局
は
自
分
の
心
の
在
り
方

が
相
手
に
映
し
出
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
教
え
ら
れ

ま
し
た
。
相
手
に
期
待
す
る

前
に
、
自
分
に
期
待
す
る
こ

と
、
自
分
か
ら
動
く
こ
と
が

基
本
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の

こ
と
を
、
日
々
の
中
で
繰
り

返
し
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
自
分
の
癖

を
映
し
て
く
れ
る
の
が
趣
味

の
マ
ラ
ソ
ン
で
す
。
今
年
で

３
回
目
と
な
る
札
幌
マ
ラ
ソ

ン
へ
の
挑
戦
で
す
が
、
普
段

は
走
る
習
慣
が
な
く
、
い
つ

も
大
会
の
目
前
に
な
ら
な
い

と
練
習
を
始
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
結
果
、
ゴ
ー
ル
は
毎
回

ぎ
り
ぎ
り
。
目
標
が
あ
る
か

ら
こ
そ
頑
張
れ
る
の
で
す
が
、

本
当
は
日
々
の
積
み
重
ね
が

一
番
大
切
な
の
だ
と
、
走
る

た
び
に
教
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
も
人
生
も
同
じ
で
、

日
々
の
一
歩
一
歩
の
積
み
重

ね
が
も
の
を
言
う
の
だ
と
思

い
ま
す
。
心
の
癖
や
習
慣
を

少
し
ず
つ
正
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
が
自
分
を
成
長
さ

せ
、
人
と
の
関
わ
り
も
良
い

も
の
に
し
て
く
れ
る
は
ず
。

　

開
業
し
て
２
年
を
迎
え
た

今
、自
身
の
「
こ
こ
ろ
ぐ
せ
」

に
翻
弄
さ
れ
つ
つ
も
、
そ
れ

と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が

ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
、

自
分
の
足
で
歩
み
を
止
め
ず

に
前
に
進
み
続
け
た
い
―
そ

ん
な
気
持
ち
で
こ
れ
か
ら
も

成
長
し
て
い
き
た
い
と
強
く

願
う
次
第
で
す
。

に
Ｙ
先
生
は
退
職
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
Ｙ
先
生
、
色
々
あ
っ
て

眼
科
医
に
な
り
ま
し
た
が
結

構
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。

お
陰
様
で
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走

で
き
ま
し
た
。
手
術
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

　

９
月
１
日
で
、当
院
は
開
業

か
ら
２
年
が
経
ち
ま
し
た
。こ

の
１
年
余
り
を
振
り
返
っ
て

み
る
と
自
分
の
我
が
出
る
こ

と
で
物
事
が
う
ま
く
い
か
ず
、

躓
き
学
ば
さ
れ
る
日
々
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

気
づ
か
ぬ
う
ち
に
自
分
の

心
の
癖
が
顔
を
出
し
、
周
囲

と
の
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

開
業
当
初
は
が
む
し
ゃ
ら
に

前
に
進
む
こ
と
だ
け
を
考
え

て
い
た
の
が
、
あ
る
程
度
要

領
を
得
て
く
る
と
雑
念
が
出

て
く
る
の
か
、
知
ら
ず
知
ら

ず
に
自
分
か
ら
動
く
よ
り
も

他
力
本
願
な
言
動
を
す
る
よ

う
に
な
り
、
そ
の
く
せ
周
囲

に
は
多
く
の
貢
献
を
期
待
し

て
、
徐
々
に
医
院
の
雰
囲
気

が
悪
く
な
っ
て
い
く
の
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
水
は
低
き
に
流
れ
、
人
は
易

　

９
月
７
日
、
函
館
べ
イ

コ
ー
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
、
函
館
地
区
支

部
の
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
15
人
の
先
生
方
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

当
日
は
途
中
豪
雨
に
見
舞
わ

れ
、
ハ
ー
フ
で
の
中
止
と
な

り
ま
し
た
が
、
楽
し
く
プ

レ
ー
で
き
ま
し
た
。
優
勝
は

永
井
達
哉
先
生
で
し
た
。

　

表
彰
式
は
会
場
を
移
し
て

行
い
、
13
人
の
先
生
方
に
ご

出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
コ

ン
ペ
の
振
り
返
り
に
加
え
、

医
療
現
場
の
現
況
や
ご
家
族

の
お
話
な
ど
、
40
代
か
ら
80

代
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
先

生
方
が
垣
根
を
越
え
て
語
ら

い
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
共

有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

（
函
館
地
区
支
部　

�

北
條　
弘
之　
記
）

■成績表（敬称略）
順　位 氏　名 グロス ネット

優勝 永井　達哉 41 37.4

準優勝 岡田　一介 47 37.4

３位 宮本　一成 49 38.2

小山 珠美 氏
・NPO法人口から食べる幸せを守る会
 理事長
・JA神奈川県厚生連 伊勢原協同病院
 摂食機能療法室専従看護師
・公立大学法人 新見公立大学
 健康科学部臨床特命教授

第11回歯科市民集会
一般社団法人 北海道保険医会

口から幸せになろう！口から幸せになろう！

基調
講演

人生の最期まで
食べ続けられるために！

歯科医療問題に関して講 演

講 師

イベント

北海道歯科衛生士会札幌支部 担当講師
札幌歯科技工士会 担当講師
北海道保険医会 担当講師

お口の健康チェックしましょう！

お申し込み
右記のQRまたはお電話でお申し込みください

オーラルフレイルチェック
オーラルディアドコキネシス
舌圧測定
笛ふくらまし運動など

日　時
２０２５年１１月１５日㈯ 14：30～16：30
会　場 国際ホール 札幌市中央区北4条西4丁目

札幌国際ビル8階

1.225％1.225％
資料請求はこちら

※制度の詳細は必ずパンフレットをご確認ください。

予定利率ＵＰしました
保険医年金

（2025年9月１日現
在）

最低
保証

申込受付

10月25日（土）まで

• 株価や為替変動の影響を受けません。堅実枠に最適！

• 配当があれば上乗せも（2024年度実績：配当0.112％）

• １口単位で部分解約や積立の払込中断も可能

• 受取方法は受給時に選択

参加資格：北海道保険医会の会員　
参加方法：QRまたは本会HPのご紹介フォームにて、まだ本会に入会し

ていない先生をご紹介ください。
紹介対象：道内で開業または勤務している保険医の医師・歯科医師
紹介後は：ご紹介により本会にご入会された場合、紹介にご協力いただ

いた会員の先生に「グルメカタログギフト（4,000円相当）」
をプレゼントいたします。

会員ご紹介キャンペーン実施中！
12月31日まで

キャンペーン概要

※本会より「ご紹介したい方」へ入会案内をお送りします。会員の先生より事前にお声かけいただきますと幸いです。

Ｙ
先
生
の
背
中

Ｙ
先
生
の
背
中

札
幌
支
部　
大
塚
眼
科
病
院

北き
た
め
い明　

大ひ
ろ
く
に洲

こ
こ
ろ
ぐ
せ

こ
こ
ろ
ぐ
せ

札
幌
支
部　

シ
プ
リ
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

札
幌
ふ
し
こ

山や
ま
も
と本　

芳よ
し
き輝

函館地区支部ゴルフコンペ函館地区支部ゴルフコンペ
永井達哉先生が優勝！永井達哉先生が優勝！
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スマートフォンでマイナ保険証
読み取りを行うための対応

　 　

　

２
０
２
５
年
９
月
６
日
午

前
、
小
生
は
高
校
同
級
生
の

グ
ル
ー
プ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
、
一

つ
上
の
先
輩
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
。
そ
の
方
は

同
窓
会
な
ど
で
よ
く
声
を
か

け
て
い
た
だ
い
た
方
だ
っ

た
。

　

昨
年
、
大
腸
癌Stage

Ⅳ

で
あ
る
こ
と
を
公
表
さ
れ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
闘
病
生
活

を
見
守
っ
て
い
た
が
、
治
療

も
む
な
し
く
こ
の
世
を
去
ら

れ
た
。
ま
だ
幼
い
お
子
さ
ん

を
残
し
て
の
旅
立
ち
に
、
ご

家
族
の
こ
と
を
思
う
と
泣
か

ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

奇
し
く
も
そ
の
前
日
、
昨

年
末
に
大
病
を
患
っ
た
元
同

僚
の
先
生
と
再
会
し
た
。
そ

の
先
生
と
は
以
前
、
Ｊ
Ｒ
と

車
の
送
迎
で
一
緒
に
通
勤
し

て
い
た
が
、
あ
る
朝
の
送
迎

車
内
で
結
構
な
頻
度
で
吃
逆

を
し
て
い
た
。
午
前
の
診
療

が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
呂
律
が

回
ら
な
い
と
の
訴
え
が
私
に

あ
り
、
小
生
は
直
ち
に
脳
外

科
に
連
絡
し
搬
送
し
た
。
脳

疾
患
と
診
断
さ
れ
、
す
ぐ
に

治
療
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
治
療
後
は
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
に
転
院
し
、
退
院
の
報

告
を
兼
ね
て
当
院
へ
挨
拶
に

来
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
際
、
そ
の
先
生
か
ら

は
当
時
の
小
生
の
対
応
一
つ

一
つ
に
対
し
、
涙
な
が
ら
に

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
か
ら
も
若
い
そ
の

先
生
と
ご
家
族
に
多
く
の
困

難
が
続
く
か
も
し
れ
な
い
と

思
う
と
、
こ
ち
ら
も
泣
か
ず

に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
フ

ル
マ
ラ
ソ
ン
を
完
走
す
る
ほ

ど
健
康
で
あ
っ
た
先
生
と
、

メ
タ
ボ
で
生
活
習
慣
病
フ
ル

コ
ン
ボ
の
小
生
と
は
、
ま
さ

に
対
照
的
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
二
つ
の
出
来
事
は

「
健
康
に
生
き
る
」
と
い
う

こ
と
を
深
く
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
小
生
は
か
つ

て
の
勤
務
先
で
心
を
壊
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
せ
め
て
体
だ
け
は
健
康

で
あ
り
た
い
と
心
か
ら
願

う
。�

（
日
﨑
）

〈
９
月
〉

６
日　

街
頭
宣
伝
行
動

７
日　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

30
日　

第
６
回
理
事
会

■
第
６
回
理
事
会

日
時　

９
月
30
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

10
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

次
期
保
団
連
役
員
候
補
の

推
薦
に
つ
い
て

③�
会
務
分
掌
の
変
更
に
つ
い

て
④�
政
策
部
員
と
審
査
対
策
部

員
の
委
嘱
に
つ
い
て

⑤�

本
会
新
聞
の
発
行
回
数
の

変
更
に
つ
い
て

⑥�

入
会
届
出
書
等
の
変
更
に

つ
い
て

⑦�

団
体
定
期
保
険
の
委
託
割

合
に
つ
い
て

⑧
そ
の
他

杉
木　

健
司
先
生

８
月
25
日
ご
逝
去（
82
歳
）

本
間　

紀
久
雄
先
生

９
月
３
日
ご
逝
去（
85
歳
）

古
山　

正
之
先
生

５
月
２
日
ご
逝
去（
87
歳
）

山
田　

惟
好
先
生

８
月
11
日
ご
逝
去（
100
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　2025年９月19日から、スマートフォンに登録したマイナ
保険証の利用サービスが始まりました。今回はスマート
フォンで読み取りを行う場合の設定や対応について説明し
ます。

１．スマートフォン読み取り専用機器の準備
　○�顔認証付きカードリーダーとは別に、スマートフォンから読み取る

ための汎用カードリーダーの準備が必要となる。
　（１）�汎用カードリーダーを ECサイト（Amazon）の専用ページから

購入。
　（２）�汎用カードリーダーを資格確認用の PC（資格確認端末）に接続・

設定。
　（３）汎用カードリーダーを顔認証付きカードリーダーの近くに設置。
　　※�「キヤノンマーケティングジャパン株式会社」の顔認証付きカー

ドリーダー（Hi-CARA）を利用している施設は、スマートフォン
をかざして受付が可能なため、汎用カードリーダーの準備は不要。

　　※�機器購入には費用補助あり。「医療機関等向けポータルサイト」
でクーポンコードを取得し、決済時に使用する。

　　　・�クーポンコードは病院に最大３つ、診療所または薬局に１つ発
行可能。

　　　・補助対象機器は以下のとおり。

パターン 補助対象機器 補助内容（補助割合）

1 汎用カードリーダー

クーポンコード 1つあたり
補助上限額は 7,000 円

（1.4 万円を上限に 1/2 の額を補助）

2
汎用カードリーダー

USB ハブ

3
汎用カードリーダー
USB 延長ケーブル

4
汎用カードリーダー

USB ハブ
USB 延長ケーブル

　　※�補助事業は 2025（令和7）年８月29日から 2026（令和8）年１月
31日まで

２．スマートフォンの設定
　○�スマートフォンでマイナ保険証を使用するには、患者本人による設

定が必要となる（マイナンバーカードの所持が前提）。
　（１）�スマートフォンに「マイナポータル」アプリをインストールす

る（既にインストール済みの場合は不要）。
　（２）�マイナポータルにログインし、マイナンバーカードの健康保険

証利用登録を行う（既にマイナ保険証を利用している場合は不
要）。

　（３）�スマートフォンにマイナンバーカードを追加。追加前に以下を
あらかじめ準備しておく。

　　　・実物のマイナンバーカード
　　　・マイナポータルを最新バージョンにアップデートしておく
　　　・マイナンバーカードの券面入力用暗証番号（数字4桁）
　　　・署名用パスワード（英数字６～ 16文字）
　　　　※マイナンバーカードを作成した際に登録したパスワード
　（４）�スマートフォンへのマイナンバーカード追加手順は Android と

iPhoneで方法が異なる。設定については下記QRから確認可能。

　　　　

◇　◇　◇　◇　◇　◇

　スマートフォンによるマイナ保険証の読み取りについては、マイナン
バーカードでマイナ保険証を利用できていることが必要となる。スマー
トフォンにマイナンバーカードを追加する場合にはマイナンバーカード
を作成した際に登録した 4桁の暗証番号のほか、署名用パスワードが必
要。署名用パスワードが分からない場合は再設定が必要となる。再設定
は、スマートフォンアプリとコンビニ複合機を利用する方法、または住
民票のある市町村の窓口で行う方法がある。
　未だマイナ保険証に関するトラブルが散発している中、スマートフォ
ンでの読み取りという選択肢が増えればさらなるトラブルが発生する懸
念がある。運用にあたっては十分な注意が求められる。

 
 
 

会場及びWebによるハイブリッド開催（会場参加は先着30名）

本会会議室またはZoomウェビナーによる参加

北海道保険医会　審査対策部担当役員

医科会員、会員所属の医療機関職員

11月24日（月）

11月27日（木）　18：30～20:00日　時

講　演

会　場

講　師

対　象

締  切

セミナー2025年度 保 険 診 療
　保険診療・請求事務対策として、医師・事務職員を対象に「保険診療セミナー」を下記のとおり開催
いたします。算定要件を満たさない請求やレセプト記載の不備等による返戻・査定に備えるのはもちろ
ん、医療機関でも保険診療上の正確な知識と審査傾向の把握、行政指導への対策など万全な準備が必要
です。今回のセミナーでは、指導監査や審査、保険診療などについて問題点や留意事項を解説します。
また、かかりつけ医報告制度やサイバーセキュリティ対策についても取り上げます。この機会に是非ご
参加いただき、日常診療・請求業務にお役立てください。

会場参加申込

申込フォーム

WEB参加申込
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